
2007年７月29日（日）
日本青年館大ホール
12：30 開場　13：00 開演
主　催　社団法人 全日本郷土芸能協会
後　援　文部科学省　インド大使館　北海道教育委員会　岩手県教育委員会　東京都教育委員会
　　　　静岡県教育委員会　愛知県教育委員会　広島県教育委員会　鹿児島県教育委員会
　　　　独立行政法人教員研修センター　全国民俗芸能保存振興市町村連盟　（財）伝統文化活性化国民協会
　　　　（財）日本青年館　日本青年団協議会　（株）教育新聞社
助　成　日本財団 ＊競艇の交付金による日本財団の助成金を受けて実施します。
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第
９
回
目
を
迎
え
ま
し
た
「
全
国
こ
ど
も
民
俗
芸
能
大
会
」
は
、
今
年

も
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
多
く
の
ご
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
。
毎
年

の
こ
と
で
す
が
選
考
委
員
会
で
は
、
出
演
を
目
指
す
各
団
体
の
熱
い
想
い

も
感
じ
ら
れ
、
単
に
団
体
を
優
劣
で
選
考
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
芸
能
内

容
の
構
成
や
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
す
る
わ
け
で
す
が
、
選
考

に
は
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
経
過
を
経
て
選
ば
れ
ま
し
た
８
団
体
の
子
ど
も
達
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郷
土
で
育
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
芸
能
を
、
郷
土
の
誇
り
を
背
に
し

て
披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
海
外
芸
能
団

体
も
出
演
し
ま
す
。
国
際
文
化
交
流
や
国
際
理
解
も
育
ま
れ
る
事
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
痛
ま
し
い
事
件
も
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
す
。
今
の
子
ど

も
達
は
と
に
か
く
忙
し
い
、
か
つ
て
は
子
ど
も
達
の
生
活
の
中
で
存
在
し

た
、
遊
び
な
ど
の
様
々
な
時
間
が
失
わ
れ
た
た
め
に
生
じ
て
き
た
問
題
も

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
民
俗
芸
能
（
祭
り
）
で
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
地
域
文
化
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
（
祭
り
）
に
加
わ
る
と
い
う

体
験
を
経
て
、
成
長
し
て
い
く
通
過
儀
礼
と
し
て
の
精
神
性
を
有
し
た
場

で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
先
祖
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
掛
け
替

え
の
な
い
知
恵
で
あ
り
、
生
き
る
力
と
な
る
も
の
で
す
。
今
年
の
「
第
４

回
伝
統
文
化
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、「
豊
か
な
心
を
育
む
文
化
を
次
世

代
へ
～
見
直
そ
う
、
地
域
文
化
と
し
て
の
民
俗
芸
能
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

貴
重
な
事
例
発
表
を
交
え
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
地
域
と
学
校
そ
し
て
家

庭
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
に
よ
る
地
域
文
化
と
し
て
、
民
俗
芸
能
を
見
直
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
ご
後
援
を
頂
き
ま
し

た
各
関
係
団
体
の
皆
様
、
助
成
を
頂
き
ま
し
た
日
本
財
団
、
そ
し
て
日
々

練
習
を
重
ね
て
き
た
出
演
団
体
の
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の
陰
で
支
え
励
ま

し
続
け
た
周
囲
の
皆
様
へ
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

地
域
の
社
会
に
豊
か
な
彩
り
を
添
え
る
民
俗
芸
能
を
、
全
国
の
子

ど
も
達
が
一
同
に
会
し
て
演
じ
る「
全
国
こ
ど
も
民
俗
芸
能
大
会
」も
、

第
９
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
全
国
47
都
道
府
県
よ
り
70
団
体
の
推
薦
を
頂
い
た
内
よ

り
選
考
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
よ

り
北
海
道
の
「
松
前
神
楽
」、
岩
手
県
の
「
鹿
子
躍
・
鶏
舞
」、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
静
岡
県
の
「
滝
沢
の
放
歌
踊
り
」、
東
京
よ
り
「
江
戸

の
祭
り
囃
子
」、
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
愛
知
県
の
「
御

殿
万
歳
」、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
広
島
県
の
「
御
調
神
楽
」、

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
鹿
児
島
県
の
「
島
唄･

六
調
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
外
国
の
子
ど
も
達
に
よ
る
自

国
の
民
俗
芸
能
は
イ
ン
ド
の
芸
能
を
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ナ
テ
ィ

ヤ
ム
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
出
演
し
て
披
露
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
選
ば
れ
た
演
目
は
と
て
も
多
様
で
、
地
域
的
な
特
色
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
日
本
人
の
心
の
豊
か
さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
子
ど
も
達
は
こ
の
よ
う
な
芸
能
を
伝
承
す
る
事
に
よ
っ
て
、

郷
土
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
地

域
が
活
性
化
す
る
上
で
、
期
待
さ
れ
る
子
ど
も
達
の
姿
で
も
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
達
の
努
力
が
結
集
し
て
一
生
懸
命
演
じ
る
楽
し
く
て
元
気

な
舞
台
は
、
毎
年
の
観
客
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
き
っ
と
期
待
に
添
え
る
舞
台
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

併
催
さ
れ
る
「
第
４
回
伝
統
文
化
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、「
豊
か
な

心
を
育
む
文
化
を
次
世
代
へ
～
見
直
そ
う
、
地
域
文
化
と
し
て
の
民

俗
芸
能
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
基
調
講
演
、
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
後
援
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
関
係
諸

団
体
、
御
力
添
え
を
頂
い
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

社団法人 全日本郷土芸能協会
理事長 　菴谷　利夫

出演団体選考委員会
委員長　宇野　小四郎

ご
あ
い
さ
つ
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出演団体選考委員会委員
委員長　　宇野小四郎　　現代人形劇センター　顧問
委　員　　芳賀日出男　　写真家
委　員　　星野　紘　　　東京文化財研究所　名誉研究員
委　員　　掛谷　曻冶　　（財）日本青年館　公益事業部次長
委　員　　城井　智子　　（社）全日本郷土芸能協会　専務理事
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か
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を育
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伝統文化
研修セミナー7月28日土

日本青年館・中ホール
　13 時　開会
　主催者挨拶　理事長　菴谷利夫
★基調講演
　「世界の子どもたちの祭り」
　講師　芳賀日出男（写真家）
★事例発表①　一関市立舞川小学校「鹿子躍・鶏舞」　教　諭＊三宅茂雄
　事例発表②　三浦いなりっこ保存会「いなりっこ」　会　長＊湊不二雄
　事例発表③　西尾市立西野町小学校「御殿万歳」　　教　諭＊都築　進
　事例発表④　淀江さんこ節保存会「淀江さんこ節」　事務局＊奥田晃巳
★パネルディスカッション
　「豊かな心を育む文化を次世代へ～見直そう、地域文化としての民俗芸能」
　コーディネイター
　　小島美子（国立歴史民俗博物館　名誉教授）
　パネラー（予定）
　　加藤富美子（東京学芸大学　教授）
　　菊池和博（東北芸術工科大学東北文化研究センター　准教授）
　　田村　学（国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課程調査官
　　　　　　　併文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官）
　　宮田繁幸（独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所
　　　　　　　無形文化遺産部　部長）

7月29日日
日本青年館・大ホール
　10 時開会　「第 9回全国こども民俗芸能大会」
　　　　　　　の舞台稽古見学と解説
　　　解説　宮田　繁幸
　　　（独立行政法人国立文化財機構
　　　東京文化財研究所　無形文化遺産部部長）

　13 時　　　「第９回全国こども民俗芸能大会」
　　　　　　　公演鑑賞

伝
統
文
化
研
修
セ
ミ
ナ
ー
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９
回
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民
俗
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日本青年館・大ホール
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松
前

神
楽

鹿子
躍

鶏舞「行山流鹿子躍」は、300 余年前の江戸中期、現在
の宮城県南三陸町から相川村へと伝わった。鹿踊は通
常８人で踊られ、鹿角のついた頭に締太鼓、背中の
「ササラ」が特徴的。昭和 63 年から地元相川小学校
で積極的な継承活動が行われてきた。また、「鶏舞」
は舞草村に 120 余年前から伝わる「蓬田神楽」の演目
の一つ。天の岩戸を開けるべく鶏達が乱舞したさまを
踊りにしたものとされ、勇壮闊達。舞草小学校で、昭
和 60 年より継承活動に取り組んできた。平成７年４
月相川と舞草が統合し舞川小学校になったが、一つの
学校で二つの芸能が継承されるという珍しいケースと
なった。毎月１回の定期練習、５月の運動会と２月の引
継ぎ式の前の強化練習を、３年生以上で行っている。

「松前神楽」は、およそ 500 年前に松前藩の祖とさ
れる武田氏が蝦夷地鎮定を祈願した時に始まったと伝
えられている。この神楽は湯立ての儀式と舞楽を合わ
せて三十三の演目があり、松前藩の歴代藩主は神職の
必修課目として奨励したと言われている。廃藩後はこ
の神楽に奉仕した社家神職によって受け継がれ、北海
道の日本海沿岸地域や道南地域など広い地域で伝承さ
れている。神恵内村の鎮守である厳島神社は、当時松
前藩の航海安全の祈願神社として、藩主より藩紋であ
る「丸に武田菱」の御紋を社紋にする事を許される藩
とは縁深い神社である。故に約 70 年前より神職を中
心に地元の子ども達により松前神楽が演じられ、これ
まで絶えることなく継承されてきた。

出
演
団
体
紹
介

鹿子躍
鶏舞

松
前

神
楽

北海道神恵内村

岩手県一関市



　「滝沢の放歌踊り」は、浜松市滝沢町に伝わるもので、
源は鎌倉・室町時代にさかのぼる。初盆のお宅を訪問
し、歌や踊りを奉納することを通して、先祖の回向を
目的としている。近年、浜松市滝沢町の人口流出や児
童数減少に伴い、地元の小学校が休校になる状況から、
後継者育成が急務となっていった。そこでこうした現
状をふまえて、平成 12 年度から学校教育活動の中に、
この地域に伝わる「放歌踊り」を取り入れる模索を始
め、現在の放歌踊り倶楽部の活動に至っている。活動
は毎月第２、第４日曜日の午前中を中心に「滝沢の放
歌踊り保存会」の皆さんの指導を受けながら活動して
いる。

滝沢の放歌踊り

江戸の祭り囃子
　「戸塚囃子」は、江戸末期に旧下戸塚村（現・新宿
区西早稲田）に伝わったと云われる田渕流・中間（ちゅ
うま）囃子である。東京でも少なくなった中間囃子と
して、昭和初期に途絶えたものを昭和 51 年に復活し、
平成２年新宿区唯一の祭り囃子として無形民俗文化財
の指定を受けた。毎週火曜の練習には６歳から 70 歳
までが水稲荷神社に集まり、練習している。今回は途
中で獅子が出てくる「通り囃子」と、「ひょっとこ」
などの舞手が登場する「仁羽」を披露する。毎年９月
上旬の土日の祭礼で奉納されている。

広島県尾道市
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　「御
み つ ぎ

調神楽」は、「三恵比寿」「悪魔払い」「折敷舞」
などの舞によって構成されており、畳２枚の広さの中
で舞う備中神楽の古型を多分に残している舞である。
この神楽は御調町の貴重な文化遺産であり、何として
も後世に伝承していきたいとの強い思いから、昭和
55 年に御調神楽保存会が結成された。その２年後に
小学校でも「古里を見直し、郷土愛を育てよう」とク
ラブ活動として「子ども神楽教室」を始め、保存会の
方の指導を受けながら現在に至っており、毎年６年生
が習い続けている。今回の演目は白衣に袴・鉢巻・襷
がけの衣裳で、両手に盆を持ちその上に盃を置き反転
や回転を行う舞である「折敷舞」と、４人が白紙で巻
いた剣先と柄をい互いに持ち、飛んだりくぐったり複
雑に激しく舞う「剣舞」を披露する。

　愛知県西尾市西野町北側地区の旧・森下村は三河万
歳発祥の地といわれ、ここに伝わる御殿万歳は平成７
年に愛知県幸田・安城の万歳とともに国の重要無形民
俗文化財に指定された。西野町の三河万歳は約 700 年
の伝統を誇り、江戸時代には徳川氏の庇護もあって、
万歳師は名字帯刀が許され、通行手形はなしで関所を
通ることができたそうである。西野町小学校御殿万歳
クラブは、校区に伝わる三河万歳を受け継ごうと昭和
63 年度につくられ、現在４年生から６年生の部員で
伝承活動を行っている。演じるのは「鶴亀」で、江戸
時代そのままの形に近いものと言われている。

御
調

神
楽

東京新宿区

静岡県浜松市
愛知県西尾市



インドの伝統芸能

　奄美、喜界、徳之島などの六調は、本土からの移入
文化と言われ歌詞も徳之島の方言があまり使われてい
ない。ところが、島の方言でチュウモウラシ（輪になっ
て座りタオルハチマキをして踊り、このタオルハチマ
キを渡された方は次々と踊り、輪の全員が踊る習わし）
と言われるぐらい古い時代から唄われ踊られ続けてき
たもので郷土芸能として奄美本来のリズムで三味線演
奏法も踊りも伝承されている。徳之島では祝い事の最
後の場で、三味線・太鼓に合わせて唄い手が唄いだす
と、どこからともなく自由表現での踊りが始まり、宴
を盛り上げる習わしになっている。今回は、徳之島の
闘牛の唄「ワイド節」の後に六調踊りを披露する。
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鹿児島県天城町

　今回披露する南インドの古典舞踊「バラタナティヤ
ム」は、「カタック」「カタカリ」「マニプリ」となら
び、インド４大古典舞踊のうち最古の伝統を誇ってい
る。もともとはヒンドゥ教の寺院で巫女たちが神々に
奉げる舞踊として発展し、現在もインド全土で大変人
気の高い舞踊であり、観客を引き込まずにはおかない
華麗な動きと豊かな表現力には定評がある。「バラタ」
はインドの意、「ナティヤム」は踊りの意で文字通り
インドを代表する舞踊である。コンテンポラリー・ナ
ティヤム・カンパニー（代表：インド舞踊家・野火杏
子）では、在日インド人学校の子ども達の他幅広くイ
ンド舞踊の普及・指導を行っている。
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全国こども民俗芸能大会出演団体
平成 11 年度（1999 年）第１回こども民俗芸能大会『キッズ 21 ～お祭わっしょい』

貫井囃子 ：貫井囃子保存会 （東京都小金井市）
獅子舞 ：田名八幡宮獅子舞保存会 （神奈川県相模原市）
エイサー・獅子舞 ：琉球國祭り太鼓東京支部 （東京都杉並区）
高円寺阿波踊り ：東京飛鳥連 （東京都杉並区）
チャッキラコ ：ちゃっきらこ保存会 （神奈川県三浦市）

平成 12 年度（2000 年）第２回こども民俗芸能大会『こどもたちの舞い・踊り』
雅楽 ：瑞穂雅楽会 （東京都葛飾区）
阿波踊り ：経堂むらさき連 （東京都世田谷区）
獅子舞 ：大島諏訪明神獅子舞保存会 （神奈川県相模原市）
和太鼓 ：相模龍王太鼓保存会少年部 （神奈川県相模原市）

平成 13 年度（2001 年）第３回こども民俗芸能大会『こどもからこどもへ伝え継がれた神楽と踊り』
飴屋踊り ：長井町飴屋踊り保存会 （神奈川県横須賀市）
本海番楽 ：猿倉番楽保存会 （秋田県鳥海町）
石見神代神楽 ：上府子供神楽団 （島根県浜田市）
荒馬踊り ：世田谷リズムの会 （東京都世田谷区）

平成 14 年度（2002 年）第４回全国こども民俗芸能大会『北から南から選抜された芸能大集合～こどものまつり～』
北海道・東北ブロック 青森県東通村「下北の能舞」 ：白糠子ども会
関東ブロック 静岡県賀茂村「猿っ子踊り」 ：賀茂村宇久須柴区子供会
東京都 北区「稲付の餅搗唄」 ：稲付千本杵餅練唄・餅搗唄保存会
近畿・東海・北陸ブロック 和歌山県太地町「いさな太鼓」 ：太地町民芸保存会こども民芸保存部会
中国・四国ブロック 徳島県山川町「山川町神代御宝踊」 ：神代御宝踊保存会
九州・沖縄ブロック 沖縄県平良市「荷川取のクイチャー」：荷川取子ども会

平成 15 年度（2003 年）第５回全国こども民俗芸能大会『未来へ受け継がれるふるさとの芸能大集合～こどものまつり～』
北海道・東北ブロック 宮城県気仙沼市「廿一田植踊」 ：廿一田植踊保存会
関東ブロック 長野県飯田市「今田人形」 ：竜峡中学校今田人形座
東京都 練馬区「仲若囃子」 ：仲若囃子連
近畿・東海・北陸ブロック 岐阜県上宝村「天神祭りの獅子舞」 ：本郷子供会
中国・四国ブロック 愛媛県北条市「伊予万歳」 ：伊予万歳双葉会
九州・沖縄ブロック 大分県庄内町「庄内神楽」 ：庄内子供神楽愛好会

平成 16 年度（2004 年）第６回全国こども民俗芸能大会『民俗芸能で広がる子どもの世界～こどものまつり～』
北海道・東北ブロック 岩手県一戸町「根反鹿踊り」 ：一戸南小学校根反鹿踊り伝承クラブ
関東ブロック 新潟県佐渡市「附子」 ：佐渡市立真野中学校
東京都 板橋区「江戸祭り囃子」 ：神田流神田囃子保存会
近畿・東海・北陸ブロック 和歌山県下津町「塩津の鯔踊り」  ：塩津いな踊り保存会
中国・四国ブロック 島根県浜田市「石見神楽・人倫」  ：有福子供神楽社中
九州・沖縄ブロック 沖縄県石垣市「石垣川平の結願祭」 ：川平伝統芸能保存会

平成 17 年度（2005 年）第 7回全国こども民俗芸能大会『民俗芸能で広がる子どもの世界～こどものまつり～』
北海道・東北ブロック 山形県櫛引町「黒川能」 ：櫛引町立櫛引東小学校
関東ブロック 新潟県与板町「与板民謡」 ：与板民謡たちばな会
 新潟県栃尾市「広大寺」 ：栃尾市立中野俣小学校
近畿・東海・北陸ブロック 三重県津市「唐人踊」 ：子ども唐人・唐人踊を継ぐ会
中国・四国ブロック 広島県北広島町「有田神楽」 ：有田こども神楽団
 山口県美和町「釜ヶ原神楽」 ：北門こども神楽
九州・沖縄ブロック 長崎県長崎市「滑石竜踊」 ：滑石竜踊保存会こども竜踊

平成 18 年度（2006 年）第８回全国こども民俗芸能大会『民俗芸能で広がる子どもの世界～こどものまつり～』
北海道・東北ブロック 青森県十和田市「鶏舞」 ：沢田鶏舞保存会
関東ブロック 茨城県利根町「利根地固め唄」 ：利根地固め唄保存会
東京都 東京都八王子市「八王子車人形」 ：八王子市立由井中学校三味線部
近畿・東海・北陸ブロック 奈良県山添村「御殿万歳」 ：山添御殿万歳ことも教室
中国・四国ブロック 鳥取県鳥取市「麒麟獅子舞・さいとりさし」 ：中ノ郷伝統芸能くらぶ
　　　　　　　　　　　　　　島根県邑南町「石見大元神楽」 ：市木椙尾子ども神楽団
九州・沖縄ブロック 熊本県玉名市「伊倉仁○加」 ：伊倉仁○加保存会
在日の海外芸能団体 東京都目黒区「インドネシアの伝統芸能」：東京インドネシア共和国学校
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